
松本（リーダー）、阿部（サブリーダー） 

赤坂、中村、深谷、小倉 

県立釜石病院 



行程 時系列１ 
９：２０ 岩手医大出発 

４号→１０７号→３４０号→２８３号 

１２：５５ 釜石保健所到着 

１３：１２ 釜石保健所出発 

１３：４５ 県立釜石病院到着 

１３：５０ 釜石病院災害対策担当者に挨拶 

１４：００ 本部立ち上げ 

１４：１４ 病院スタッフ（坪井さん）より状況付与 

１４：４３ 救急隊より釜石福祉センターへ行ってほしいと言われ、保健
所確認し隊員２名を調査派遣することとなる 

１５：００ ＥＭＩＳ緊急・詳細入力 

１５：２０ のぞみ病院／釜石福祉センターへ隊員２名調査派遣 

１５：２５ ブリーフィング 

１６：００～１７：３５ 近隣避難所アセスメント 

１６：４０ のぞみ病院／釜石福祉センター派遣隊員２名帰着 

１７：５５ 国立釜石病院より骨折患者１名受け入れ 

１８：００ ブリーフィング 



１６：４０ のぞみ病院／釜石福祉センター派遣隊員２名帰着 

１７：５５ 国立釜石病院より骨折患者１名受け入れ 

１８：００ ブリーフィング 

１８：１０ リーダーと隊員１名、保健所にミーティングに向け出発 

１８：３０ 国立釜石病院より骨折患者２人目受け入れ 

２０：４０ リーダーと隊員１名、保健所にミーティングより帰着 

２０：４５ 楽しい夕食タイム 

２１：００ ブリーフィング 

２１：２０ 就寝設営 

２１：２０～２１：４５ フリータイム（休憩） 

２２：００ 余震発生 

２２：１０ 安全確認後保健所へ報告 

２２：１０ ブリーフィング 

２２：１２～ スライド作成 

６：４５ 活動開始、釜石保健所に連絡 

８：１５ 指揮所撤収 

１０：５５ 岩手医大本部に到着報告 

行程 時系列２ 



設営風景 



想定付与 

ベッド数２７２ 職員２３４ 
病院損壊の恐れ（２４６床分） 
ライフライン：全て× 通信× 
残された会議施設に入院患者を移動（全１９０名） 

病院からの要請内容 
・透析患者１０名の受け入れ先確保 
・酸素ボンベの調達 
・入院患者１９０名の後方搬送 
・医薬品の確保 
・医療スタッフの確保 



情報伝達 電話 



クロノロ ブリーフィング 



ミッション 



できたこと できなかったこと 
できたこと 

• 指揮命令系統に従って行動できた。 

• 安全な行程で現地入りできた。 

• カウンターパートとの良好な関係のもと活動できた。 

• ＥＭＩＳの活用が良好にできた。 

 

できなかったこと 

• 本部への連絡のタイミングが後手になった。 

• メンバー同士の連絡先の交換をしていなかった。 

• 時間管理 

• コンタクトリストの整理、作成、更新 

• 朝のミーティングと引継ぎ 

 

 

 

 



感想 

• 活動中のブリーフィングの重要性 
• 患者情報の伝達 
• 自分たちの安全管理や生活管理の重要性 
• 情報の伝達と収集のバランス 
• 自分のできない事が理解できた 
• 貴重な研修ができた 
 

コントローラーの先生方、諸関係機関の方々に感謝申し
上げます。 

ありがとうございました。 

 
 


